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履修対象 建築工学コース（２年次）

単位 ２ セメスター ３

受講条件 解析学A-I, A-II、線形代数学A-I, A-IIを履修していることが望ましい。

授業の教育目的･目標

他科目との関連

複素関数論の基本事項を理解すること、並びに複素関数を用いる様々な計算方法に習熟

する。さらに、講義の後の方では、複素関数が本質的に重要なフーリエ解析についてその

導入部分を理解する。複素数は、元来は代数方程式を解くために考え出された少々人工

的な数体系であった。しかし、１８ー１９世紀に行われた複素関数の微分・積分につい

ての研究成果は、複素関数が初等関数全体を統制する役割を果たしていることを明らか

にした。関数全体を複素関数に拡張して眺めてみると、実関数の世界では隠されて見え

なかった諸々の関係が明らかにされることが分かった。このように、現在では、様々な関

数の基本性質を理解し応用する上で複素関数の理論は欠かすことができないものにな

っている。本講義において、一般の正則関数についての基本事項を理解すると共に、複素

正則関数としてみた初等関数についての新たな公式や性質を理解する。これらの理解を

ふまえて、講義の後の方において、フーリエ解析の序論を複素形式で理解する。

学習・教育目標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

◎ ○ ○

授業計画・概要 テーマ 概要 学習・教

育目標
複素微分とコー
シー・リーマン
の関係式（２回）

複素微分とコーシー・リーマンの関係式についての基
本的な知識を身に付ける。（高度２回）

ＡＤＦ

正則関数の等
角性（１回）

正則関数の等角性についての基本的な知識を身に付
ける。（高度１回）

ＡＤＦ

複素積分とコー
シーの積分定理・
積分公式（３回）

複素積分とコーシーの積分定理・積分公式について
基本的な知識を身に付ける。（高度３回）

ＡＤＦ

正則関数のべき
級数展開（２回）

正則関数のべき級数展開について基本的な知識を身
に付ける。（高度２回）

ＡＤＦ

孤立特異点と留
数（２回）

孤立特異点と留数について基本的な知識を身に付け
る（高度１回）。

ＡＤＦ

フーリエ級数、フ
ーリエ積分の定
義と収束性（３
回）

フーリエ級数、フーリエ積分の定義と収束性について
基本的な知識を身に付ける。（高度３回）

ＡＤＦ

フーリエ変換の
概念（２回）

フーリエ変換の概念について基本的な知識を身に付け
る。（高度２回）

ＡＤＦ

学期末試験
（１回）

教科書 各講義担当者が決定する。

参考図書・文献等 各講義担当者が推薦する

成績評価方法・評価基準 期末試験（詳細は各講義担当者が講義開始時に発表する。）

オフィスアワー 各担当者が知らせる。

コメント


